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(57)【要約】
【課題】製造工程において作業性を向上でき、部品点数
を削減することができる液晶表示装置を提供する。
【解決手段】複数のＬＥＤ２１と、複数のＬＥＤ２１が
搭載されたＬＥＤ基板２２とを備える光源２０と、複数
のＬＥＤ２１が発する熱を放熱させる板状部材で構成さ
れるヒートシンク１８と、光源２０のＬＥＤ基板２２と
ヒートシンク１８との間に挟み込まれることにより固定
される固定領域１６４を有し、ＬＥＤ２１からの光を反
射させる反射部材１６とを備える。
【選択図】図２



(2) JP 2014-228749 A 2014.12.8

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の発光素子と、前記複数の発光素子が搭載された基板とを備える光源と、
　前記複数の発光素子が発する熱を放熱させる板状部材で構成される第一放熱部材と、
　前記光源の前記基板と前記第一放熱部材との間に挟み込まれることにより固定される固
定領域を有し、前記複数の発光素子からの光を反射させる反射部材とを備える
　液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第一放熱部材と前記光源との間に配置され、前記複数の発光素子が発する熱を前記
第一放熱部材側に伝えるテープ状の第二放熱部材を備え、
　前記反射部材は、前記第二放熱部材を避けるように形成された、面積が前記第二放熱部
材の面積よりも大きい開口部を備える
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第二放熱部材の厚さは、前記反射部材の厚さより厚い
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記基板は、白色の板状部材である
　請求項１～３のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第一放熱部材は、前記基板を保持する切り起こし部を備える
　請求項１～４のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置の一例である液晶ディスプレイは、例えば、液晶パネル、光源（バックラ
イト）、液晶パネルの各構成を制御する制御回路、液晶パネルおよび制御回路等に電力を
供給する電源回路等を備えて構成されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　光源は、例えば、複数のＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ、発光ダ
イオード）と、ＬＥＤ基板（以下、適宜「ＬＥＤバー」と称する）とを備えて構成されて
いる。ＬＥＤバーは、例えば、長方形状の板状部材で構成されており、複数のＬＥＤが１
列に並べて配置されている。
【０００４】
　さらに、一般的に、光源の上（液晶パネル側）には、ＬＥＤからの光を反射する反射シ
ートが設けられている。
【０００５】
　図９は、光源の一部を示す斜視図である。
【０００６】
　図９に示すように、光源２０は、複数のＬＥＤ２１が設けられたＬＥＤ基板２２で構成
されている。
【０００７】
　光源２０は、筐体に形成された金属製の放熱部材であるヒートシンク１８上に固定され
、ＬＥＤ２１が発する熱を放熱できるように構成されている。
【０００８】
　また、ＬＥＤ基板２２上には、反射シート３０が設けられている。反射シート３０には
、ＬＥＤ基板２２上に搭載されたＬＥＤ２１を通す開口部３１が形成されている。反射シ
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ート３０は、ホルダー４０を用い、ＬＥＤバーに押し付けて固定されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００９－８１００４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、液晶ディスプレイでは、製造工程における作業性の向上、および、部品
点数の削減が求められている。例えば、特許文献１の液晶表示装置では、作業性の向上お
よび部品点数の削減が十分でないという問題がある。
【００１１】
　本発明は上述の課題を解決するためになされたものであり、製造工程における作業性の
向上および部品点数の削減を実現できる液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る液晶表示装置は、複数の発光素子と
、前記複数の発光素子が搭載された基板とを備える光源と、前記複数の発光素子が発する
熱を放熱させる板状部材で構成される第一放熱部材と、前記光源の前記基板と前記第一放
熱部材との間に挟み込まれることにより固定される固定領域を有し、前記複数の発光素子
からの光を反射させる反射部材とを備える。
【００１３】
　上記構成の液晶表示装置によれば、基板と第一放熱部材とで反射部材を挟み込んで固定
するように構成したので、反射部材を固定するためのホルダー等を備える必要がなくなる
。
【００１４】
　このため、ホルダーをビス留めする等の製造工程を削減できる。また、ホルダーを必要
としないため、部品点数を削減できる。
【００１５】
　例えば、前記第一放熱部材と前記光源との間に配置され、前記複数の発光素子が発する
熱を前記第一放熱部材側に伝えるテープ状の第二放熱部材を備え、前記反射部材は、前記
第二放熱部材を避けるように形成された、面積が前記第二放熱部材の面積よりも大きい開
口部を備えても良い。
【００１６】
　上記構成の液晶表示装置によれば、反射部材が第二放熱部材と接しないように、反射部
材に開口部を設けるので、熱による反射部材の変形等を良好に防止可能になる。
【００１７】
　また、前記第二放熱部材の厚さは、前記反射部材の厚さより厚くても良い。
【００１８】
　上記構成の液晶表示装置によれば、第二放熱部材の厚さを反射部材の厚さより厚くした
ので、反射部材を緩やかに固定でき、筐体の振動による反射部材の撓み等を良好に防止可
能になる。
【００１９】
　また、前記基板は、白色の板状部材であっても良い。
【００２０】
　上記構成の液晶表示装置によれば、基板を白色とすることにより、反射部材が基板の裏
面にあることによる光源からの光の反射量への影響を抑えることが可能になる。
【００２１】
　また、前記第一放熱部材は、前記基板を保持する切り起こし部を備えても良い。
【発明の効果】
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【００２２】
　本発明によると、製造工程において作業性を向上でき、部品点数を削減することができ
る液晶表示装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１Ａ】液晶ディスプレイの外観の一例を示す外観図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示す液晶ディスプレイの分解した状態を示す図である。
【図２】光源、放熱テープ、反射シートおよびヒートシンクの配置の一例を示す斜視図で
ある。
【図３】反射シートの構成の一例を示す図（部分拡大図）である。
【図４】反射シートの構成の一例を示す図（全体図）である。
【図５】光源、反射シートおよびヒートシンクの配置関係の一例を示す断面図である。
【図６】ヒートシンクの切り起こし部の構成の一例を示す図である。
【図７】反射シートの他の構成の一例を示す図である。
【図８】反射シートの他の構成の一例を示す図である。
【図９】光源の一部を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。なお、各図は、必
ずしも各寸法あるいは各寸法比等を厳密に図示したものではない。
【００２５】
　また、以下で説明する実施の形態は、いずれも本発明の好ましい一具体例を示すもので
ある。以下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及
び接続形態、ステップ、ステップの順序などは、一例であり、本発明を限定する主旨では
ない。本発明は、特許請求の範囲によって特定される。よって、以下の実施の形態におけ
る構成要素のうち、独立請求項に記載されていない構成要素については、本発明の課題を
達成するのに必ずしも必要ではないが、より好ましい形態を構成するものとして説明され
る。
【００２６】
　（実施の形態１）
　実施の形態１の液晶ディスプレイについて、図１Ａ～図６を基に説明する。
【００２７】
　本実施の形態の液晶ディスプレイは、ＬＥＤ基板（基板）とヒートシンクとで反射シー
トを挟み込んで固定するように構成されている。
【００２８】
　［１－１．液晶ディスプレイ］
　本実施の形態の液晶ディスプレイ１０について、図１Ａおよび図１Ｂを基に説明する。
図１Ａは、液晶表示装置の一例である液晶ディスプレイ１０の外観の一例を示す外観図で
ある。図１Ｂは、図１Ａに示す液晶ディスプレイ１０の分解した状態を示す図である。
【００２９】
　液晶ディスプレイ１０は、図１Ｂに示すように、フロントキャビネット１１、ベゼル１
２、オープンセル１３、セルガイド１４、光学部材１５、光源２０、放熱テープ２３（図
１Ｂでは不図示）、反射部材１６、リアフレーム１７、および、ヒートシンク１８（図１
Ｂでは不図示）を備えている。
【００３０】
　フロントキャビネット１１およびリアフレーム１７は、本実施の形態では、樹脂製の液
晶ディスプレイ１０の筐体である。
【００３１】
　ベゼル１２は、オープンセル１３を支持する部材である。
【００３２】
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　オープンセル１３は、液晶パネルと、ＣＯＦ（Ｃｈｉｐ　ｏｎ　Ｆｉｌｍ、Ｃｈｉｐ　
ｏｎ　Ｆｌｅｘｉｂｌｅ）と、ＰＣＢ（Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｂｏａｒｄ、
プリント基板）とを備えている。ＣＯＦは、液晶パネルを駆動するＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａ
ｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）が搭載されたフレキシブルケーブルである。ＩＣは、ＰＣＢを
介して入力された制御回路（図示せず）からの信号に基づいて、液晶パネルを駆動するた
めの駆動信号を生成する。
【００３３】
　セルガイド１４は、オープンセル１３の位置ずれを防止するための部材である。
【００３４】
　光学部材１５は、光源からの光の輝度等を調整するための部材であり、光学シートおよ
び拡散版で構成されている。
【００３５】
　光源２０、放熱テープ２３、反射部材１６、および、ヒートシンク１８については、後
述する。
【００３６】
　［１－２．光源］
　光源２０は、液晶ディスプレイ１０のバックライトであり、放熱テープ２３を介して、
ヒートシンク１８に取り付けられている。
【００３７】
　図２は、光源２０、放熱テープ２３、反射シート１６Ａおよびヒートシンク１８の配置
の一例を示す斜視図である。
【００３８】
　光源２０は、図２に示すように、複数のＬＥＤ２１と、複数のＬＥＤ２１が搭載された
ＬＥＤ基板２２とを備える。
【００３９】
　ＬＥＤ基板２２は、図２に示すように、基板の一例であり、長方形状の板状部材で構成
されている。ＬＥＤ基板２２は、ＬＥＤ２１が設置された面（表面）が、光の反射しやす
い白色となっている。ＬＥＤ基板２２は、例えば、白色レジストで構成されている。また
、図２では図示しないが、光源２０のＬＥＤ基板２２は、端部に、ＬＥＤ２１の点灯およ
び消灯等を制御する制御回路からの制御信号を受け付ける信号配線、電源回路からの電源
の供給を受け付ける電源配線等を備えている。
【００４０】
　ＬＥＤ２１は、発光素子の一例であり、ＬＥＤ基板２２上に、ＬＥＤ基板２２の長辺に
沿って、一列に等間隔に並べられている。
【００４１】
　［１－３．放熱テープ］
　放熱テープ２３は、第二放熱部材の一例であり、ＬＥＤ２１が発する熱をヒートシンク
１８に放熱するテープ状の部材である。放熱テープ２３は、本実施の形態では、図２に示
すように、ＬＥＤ２１が設置されていない側（裏面側）に、ＬＥＤ２１のそれぞれに対応
して設けられている。放熱テープ２３は、本実施の形態では、長方形状に形成され、対向
する１対の辺が、ＬＥＤ基板２２の長辺と重なるように配置される。
【００４２】
　また、放熱テープ２３の厚さは、本実施の形態では、反射シート１６Ａの厚さよりも厚
くなるように設計されている。つまり、本実施の形態では、反射シート１６Ａは、緩やか
に固定されている。これにより、筐体の振動等による反射シート１６Ａの位置ずれ、ある
いは、熱による反射シート１６Ａの膨張等により、反射シート１６Ａが撓む等の不具合を
防止可能になる。
【００４３】
　［１－４．反射シート］
　反射シート１６Ａは、反射部材の一例であり、ＬＥＤからの光を反射させるシート状の



(6) JP 2014-228749 A 2014.12.8

10

20

30

40

50

部材である。本実施の形態の反射シート１６Ａは、ＬＥＤ基板２２とヒートシンク１８と
の間に配置される。
【００４４】
　図３は、反射シート１６Ａの構成の一部の例を示す図である。図４は、図３に示す反射
シート１６Ａの全体構成を示す図である。図３および図４では、説明のため、光源２０が
配置される部分を点線で示している。以下、図２～図４を参照して、反射シート１６Ａに
ついて説明する。
【００４５】
　図２および図３に示すように、反射シート１６Ａには、後述する放熱テープ２３が配置
される位置に開口部１６１Ａ（１６１）が形成されている。さらに、反射シート１６Ａに
は、後述するヒートシンク１８の切り起こし部１８２および１８３が配置される位置に、
開口部１６２および開口部１６３が形成されている。
【００４６】
　なお、開口部１６１Ａ、１６２、１６３の大きさは、放熱テープ２３および切り起こし
部１８２、１８３の大きさよりも大きくなっている。さらに、開口部１６１Ａ、１６２、
１６３の位置は、反射シート１６Ａが、放熱テープ２３および切り起こし部１８２、１８
３に接しない位置となっている。このように構成すれば、筐体が振動する等して、反射シ
ート１６Ａのヒートシンク１８に対する位置がずれた場合でも、反射シート１６Ａに撓み
等が生じるのを防止可能になる。特に、放熱テープ２３に接しないように開口部１６１Ａ
を形成すれば、放熱テープ２３からの熱で反射シート１６Ａが変形するのを良好に防止で
きる。
【００４７】
　反射シート１６Ａは、図３に示すように、ＬＥＤ基板２２とヒートシンク１８との間に
挟み込まれる固定領域１６４Ａ（１６４）（図中の斜線部分）を備えている。
【００４８】
　なお、図３では、説明のため、反射シート１６Ａの一部であって、１つの光源２０に対
応する部分について示している。実際には、例えば、図４に示すように、１枚の反射シー
ト１６Ａが、複数の光源２０に対応する固定領域１６４Ａ、開口部１６１Ａ、１６２、１
６３を備えていても良い。図４では、３×２個の光源２０がマトリクス状に配置されてい
る場合を示している。固定領域１６４Ａ、開口部１６１Ａ、１６２、１６３の数および形
状、位置等は、光源２０の配置およびヒートシンク１８の構成に応じて設定する。
【００４９】
　［１－５．ヒートシンク］
　ヒートシンク１８は、第一放熱部材の一例であり、光源２０の熱を放熱する部材である
。ヒートシンク１８は、例えば、金属等、熱伝導性の高い材料で構成されている。ヒート
シンク１８は、リアフレーム１７の内側に設けられている。
【００５０】
　図５は、光源２０をヒートシンク１８に取り付けた状態における光源２０、ヒートシン
ク１８および反射シート１６Ａの断面図である。
【００５１】
　より具体的には、ヒートシンク１８は、図５に示すように、放熱テープ２３を介してＬ
ＥＤ基板２２に接する長方形状の平板部１８１を備えており、平板部１８１とリアフレー
ム１７との間に通気路１９０が形成されるように構成されている。
【００５２】
　また、ヒートシンク１８には、ＬＥＤ基板２２を保持するための切り起こし部１８２、
１８３が設けられている。図６は、切り起こし部１８２、１８３の構成例を示す図である
。
【００５３】
　切り起こし部１８２は、図６に示すように、平板部１８１に垂直な第一板状部と、第一
板状部の先端（平板部１８１とは反対側）からＬＥＤ基板２２の設置側に向けて伸びる第
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二板状部とを備えている。また、本実施の形態では、１対の切り起こし部１８２を、ＬＥ
Ｄ基板２２の短辺を挟み込むように設けている。このように構成すれば、１対の第一板状
部により、ＬＥＤ基板２２が平板部１８１の長辺方向に移動するのを制限できる。さらに
、第二板状部および平板部１８１の間にＬＥＤ基板２２を挟み込むことで、ＬＥＤ基板２
２が平板部１８１の垂直方向に移動するのを制限できる。
【００５４】
　切り起こし部１８３は、平板部１８１に垂直な第三板状部を備えて構成されている。ま
た、本実施の形態では、１対の切り起こし部１８３を、ＬＥＤ基板２２の長辺を挟み込む
ように設けている。１対の切り起こし部１８３により、ＬＥＤ基板２２が平板部１８１の
短辺方向に移動するのを制限できる。
【００５５】
　［１－６．効果等］
　本実施の形態の液晶表示装置（液晶ディスプレイ１０）は、ＬＥＤ基板２２とヒートシ
ンク１８とで反射シート１６Ａを挟み込んで固定するように構成したので、ホルダー４０
等を備える必要がなくなる。
【００５６】
　このため、ホルダー４０をビス留めする等の製造工程を削減できる。また、ホルダー４
０を必要としないため、部品点数を削減できる。
【００５７】
　なお、本実施の形態では、反射シート１６Ａが光源２０のリアフレーム１７側に配置さ
れるため、光を反射できる面積が少なくなり、光の反射量が低下すると考えられる。しか
し、反射シート１６Ａが光源２０により覆われる面積は小さいため、影響は非常に小さい
と考えられる。さらに、上述したように、ＬＥＤ基板２２の表面を白色にすれば、光をあ
る程度反射できるため、反射シート１６Ａが光源２０により覆われることの影響をより少
なくすることができる。
【００５８】
　（実施の形態２）
　実施の形態２の液晶ディスプレイについて、図７を基に説明する。
【００５９】
　本実施の形態の液晶ディスプレイは、実施の形態１と同様に、ＬＥＤ基板とヒートシン
クとで反射シートを挟み込んで固定するように構成されている。
【００６０】
　［２－１．液晶ディスプレイ］
　本実施の形態の液晶ディスプレイ１０について、図１Ａおよび図１Ｂを基に説明する。
【００６１】
　本実施の形態の液晶ディスプレイ１０は、実施の形態１と同様に、フロントキャビネッ
ト１１、ベゼル１２、オープンセル１３、セルガイド１４、光学部材１５、光源２０、放
熱テープ２３、反射部材１６、リアフレーム１７、および、ヒートシンク１８を備えてい
る。
【００６２】
　なお、反射部材１６以外の構成、つまり、フロントキャビネット１１、ベゼル１２、オ
ープンセル１３、セルガイド１４、光学部材１５、光源２０、放熱テープ２３、リアフレ
ーム１７、および、ヒートシンク１８の構成は、実施の形態１と同じである。
【００６３】
　［２－２．反射シート］
　本実施の形態の反射シート１６Ｂについて、図７を基に説明する。図７は、反射シート
１６Ｂの構成を示す図である。
【００６４】
　本実施の形態の反射シート１６Ｂは、実施の形態１の反射シート１６Ａとは、開口部１
６１Ｂの形状が異なっている。
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【００６５】
　本実施の形態の反射シート１６Ｂには、図７に示すように、１つの光源２０に対し、１
つの長方形状の開口部１６１Ｂが形成されている。開口部１６１Ｂは、短辺の長さがＬＥ
Ｄ基板２２の短辺の長さよりも長く設定されている。さらに、開口部１６１Ｂは、長辺の
長さが、ＬＥＤ基板２２の長辺の長さよりも短く、かつ、ＬＥＤ基板２２に接する全ての
放熱テープ２３を含む長さより長く設定されている。
【００６６】
　本実施の形態では、図７に示すように、ＬＥＤ基板２２の両端部に対応する部分が、固
定領域１６４Ｂとして設定される。
【００６７】
　開口部１６２、１６３の構成は、実施の形態１と同じである。
【００６８】
　［２－３．効果等］
　本実施の形態の液晶表示装置（液晶ディスプレイ１０）は、実施の形態１と同様に、Ｌ
ＥＤ基板２２とヒートシンク１８とで反射シート１６Ｂを挟み込んで固定するように構成
したので、ホルダー４０等を備える必要がなくなる。
【００６９】
　このため、ホルダー４０をビス留めする等の製造工程を削減できる。また、ホルダー４
０を必要としないため、部品点数を削減できる。
【００７０】
　さらに、本実施の形態では、１つの光源２０に対し、１つの開口部１６１Ｂを設けるの
で、反射シート１６Ｂの設計が容易になる。なお、本実施の形態における反射シート１６
Ｂの固定領域１６４Ｂの面積は、実施の形態１における反射シート１６Ａの固定領域１６
４Ａの面積に比べて小さい。しかし、ＬＥＤ基板２２の長さがあまり長くない場合は、個
々のＬＥＤ２１の間に固定領域１６４Ａを備えない場合でも、反射シート１６Ｂを良好に
固定できると考えられる。
【００７１】
　（実施の形態３）
　実施の形態３の液晶ディスプレイについて、図８を基に説明する。
【００７２】
　本実施の形態の液晶ディスプレイは、実施の形態１および実施の形態２と同様に、ＬＥ
Ｄ基板とヒートシンクとで反射シートを挟み込んで固定するように構成されている。
【００７３】
　［３－１．液晶ディスプレイ］
　本実施の形態の液晶ディスプレイ１０について、図１Ａおよび図１Ｂを基に説明する。
【００７４】
　本実施の形態の液晶ディスプレイ１０は、実施の形態１および実施の形態２と同様に、
フロントキャビネット１１、ベゼル１２、オープンセル１３、セルガイド１４、光学部材
１５、光源２０、放熱テープ２３、反射部材１６、リアフレーム１７、および、ヒートシ
ンク１８を備えている。
【００７５】
　なお、反射部材１６以外の構成、つまり、フロントキャビネット１１、ベゼル１２、オ
ープンセル１３、セルガイド１４、光学部材１５、光源２０、放熱テープ２３、リアフレ
ーム１７、および、ヒートシンク１８の構成は、実施の形態１および実施の形態２と同じ
である。
【００７６】
　［３－２．反射シート］
　本実施の形態の反射シート１６Ｃについて、図８を基に説明する。図８は、反射シート
１６Ｃの構成を示す図である。
【００７７】
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　本実施の形態の反射シート１６Ｃには、図８に示すように、複数のＬＥＤ２１の組毎に
、１つの楕円形状の開口部１６１Ｃが形成されている。図８では、反射シート１６Ｃには
、２つのＬＥＤ２１を１組とし、２つのＬＥＤ２１に対し１つの開口部１６１Ｃが形成さ
れている。
【００７８】
　本実施の形態では、図８に示すように、ＬＥＤ基板２２の両端部に対応する部分、およ
び、各開口部１６１Ｃの間の領域が、固定領域１６４Ｃとして設定される。
【００７９】
　開口部１６２、１６３の構成は、実施の形態１と同じである。
【００８０】
　［３－３．効果等］
　本実施の形態の液晶表示装置（液晶ディスプレイ１０）は、実施の形態１および実施の
形態２と同様に、ＬＥＤ基板２２とヒートシンク１８とで反射シート１６Ｃを挟み込んで
固定するように構成したので、ホルダー４０等を備える必要がなくなる。
【００８１】
　このため、ホルダー４０をビス留めする等の製造工程を削減できる。また、ホルダー４
０を必要としないため、部品点数を削減できる。
【００８２】
　また、本実施の形態では、ＬＥＤ２１の組毎に、１つの開口部１６１Ｃを設けるので、
反射シート１６Ｃの設計が容易になる。また、反射シート１６Ｃの固定領域１６４Ｃの面
積は、実施の形態２における反射シート１６Ｂの固定領域１６４Ｂの面積より大きいため
、ＬＥＤ基板２２が相当長い場合でも、反射シート１６Ｃを良好に固定できると考えられ
る。
【００８３】
　（変形例等）
　以上、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置について説明したが、本発明は、この実
施の形態に限定されるものではない。
【００８４】
　（１）上記実施の形態１～３では、反射シートに設けられた開口部は、長方形状または
楕円形状であったが、これに限られるものではない。円形、矩形、その他、任意の形状で
あってもよい。
【００８５】
　（２）上記実施の形態１～３では、ＬＥＤ基板２２の表面は、白色であるとしたが、こ
れに限られるものではない。ＬＥＤ基板２２の表面は、光を反射しやすい色および材質で
構成されていてもよい。
【００８６】
　（３）上記実施の形態１～３では、光源２０は、ＬＥＤ２１が一列に等間隔に並べられ
ている構成である場合について説明したが、これに限るものではない。ＬＥＤ２１は、等
間隔ではなく、不規則に並べられていても良いし、複数列並べられていても良い。ＬＥＤ
２１の数および配置は任意である。
【００８７】
　（４）上記実施の形態１～３では、ヒートシンク１８が、リアフレーム１７とは別体で
されている場合について説明したが、これに限るものではない。リアフレーム１７が熱伝
導性の良い材料で形成されている場合には、ヒートシンク１８は、リアフレーム１７と同
じ部材で一体に形成されていてもよい。
【００８８】
　（５）上記実施の形態１～３では、１つの光源２０に対し、ヒートシンク１８は１対の
切り起こし部１８２および１対の切り起こし部１８３を備えたが、これに限るものではな
い。ヒートシンク１８は、１つの光源２０に対し、さらに多くの切り起こし部１８２およ
び１８３を備えていても良い。



(10) JP 2014-228749 A 2014.12.8

10

20

30

【００８９】
　（６）上記実施の形態１～３では、放熱テープ２３は、長方形状であるとしたが、これ
に限るものではない。ＬＥＤ２１の形状と同じ形状（例えば、円形）等、任意の形状であ
ってもよい。
【００９０】
　（７）上記実施の形態１～３では、液晶ディスプレイ１０内に、６つの光源２０が備え
られている場合について説明したが、これに限るものではない。光源２０の数は、液晶デ
ィスプレイ１０の大きさ、光源２０の大きさ等に応じて設定される。
【００９１】
　（８）さらに、上記実施の形態及び上記変形例をそれぞれ組み合わせるとしても良い。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本発明は、液晶表示装置（液晶ディスプレイ）、特に、光源とヒートシンクと反射シー
トとを備える液晶表示装置に有用である。
【符号の説明】
【００９３】
１０　　液晶ディスプレイ
１１　　フロントキャビネット
１２　　ベゼル
１３　　オープンセル
１４　　セルガイド
１５　　光学部材
１６　　反射部材
１６Ａ、１６Ｂ、１６Ｃ　反射シート
１７　　リアフレーム
１８　　ヒートシンク
２０　　光源
２１　　ＬＥＤ
２２　　ＬＥＤ基板
２３　　放熱テープ
３０　　反射シート
３１　　開口部
４０　　ホルダー
１６１Ａ、１６１Ｂ、１６１Ｃ、１６２、１６３　開口部
１６４、１６４Ａ、１６４Ｂ、１６４Ｃ　固定領域
１８１　平板部
１８２、１８３　切り起こし部
１９０　通気路
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